北労基発0914第１号　
平成30年９月14日　
　建設業労働災害防止協会北海道支部長　殿
北海道労働局労働基準部長
　　　　　平成30年北海道胆振東部地震による災害復旧工事における
　　　　　　労働災害防止対策の徹底について
　建設業における労働災害防止につきましては、平素から格段の御協力をいただきお礼申し上げます。
さて、本年９月６日に発生した胆振地方を震源とする標記地震により、道内では山林の土砂崩壊、上下水道管等の破断及び道路の損壊、液状化による地盤沈下等が発生したところです。
このため、今後、災害復旧工事等が早急に行われることとなりますが、これらの工事が本格化することに伴い、労働災害の発生が懸念されるところです。
　つきましては、今後の災害復旧工事における労働災害防止を図るため、下記の事項を踏まえた労働災害防止対策の実施について、貴協会会員各位に対し周知を図っていただきますようお願いいたします。
記
１　共通事項
　（１）災害現場の状況を的確に把握した上で想定される危険性及びそれに対する具体的な労働災害防止対策を検討し、作業開始前に関係労働者を参集させ、当該対策による作業方法を十分に周知すること。
　（２）必要な資格を有する者に作業を行わせること。また、作業指揮者・作業主任者の選任が必要な作業においては、その職務を確実に行わせること。
２　車両系建設機械、移動式クレーンによる機械災害防止対策
　　車両系建設機械、移動式クレーンによる労働災害を防止のため、事前に作成した作業計画（種類及び能力、運行経路、作業方法等を記載したもの）に基づき作業を行わせること。
　特に次の事項について留意し作業を行うこと。
（１）各種車両系建設機械災害による労働災害防止対策
　　ア　立入禁止場所の設定など、車両系建設機械との接触防止対策
　　イ　誘導員による誘導の徹底など、車両系建設機械の横転防止対策
　　ウ　ドラグ・ショベルによる荷のつり上げなど、車両系建設機械の用途外使用の禁止
（２）移動式クレーンによる労働災害防止対策　
　　ア　アウトリガー及びクローラーを最大限に張り出すことを原則とする
　　イ　各種安全装置の稼働状況の確認
　ウ　平坦な場所の確保・設置
３　余震の発生に留意した安全な施工
　　引き続き余震が発生する可能性があるので、余震による二次災害の防止に留意した安全な施工の徹底を図ること。
